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水準+GPS まとめ（2008年以降）�

•  長期変動から推定される昭和初期のマグマ蓄積

量は、現在の蓄積量より107m3程度多い�

•  2015年9月の水蒸気噴火の前にもマグマ溜ま

り膨張に対応する地殻変動が観測されていた�

•  2016年10月の爆発的噴火の前にもマグマ溜ま

り膨張に対応する地殻変動が観測されていた。

しかし、熊本地震の余効変動との見極めが困難

であった。�


